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御

案

内

〇

七

月

三
十

日

(
火

)

十

一
時

半

入

館

可

、

正
午

～

午

後

二
時

半

衆

議

院

第

二
議

員
会

館

地

下

一
階

第

三

会

議

室

講

題

環
境

政

策

の
諸

課

題

に

つ
い

て
!

講

師

原

田
義

昭
先

生

(
環

境

大

臣

・
衆

議

院

議

員

。

元
文

部

科

学

副

大

臣

。
財

務

金

融

委

員

長

・
外

務

委

員

長
)

「
資

源

の

な

い

当

「
公

益

財

団

法

人

協

和

協

会

」

の
初

代

会

長

・
岸

信

介

総

理

は

、

昭

和

五

十

六

年

頃

か

ら

、

日
本

の
活

き

る
途

は
科

学

技

術

立

国

し

か

な

い

」

と

い
わ

れ

、

教

育

部

会

等

々

の

ほ
か

に

「
科

学

技

術

部

会

」

を

設

置

さ

れ

ま

し

た

。

以

来

三

十

五

年

、

科

学

技

術

部

会

は

活

動

を

続

け

、

内

部

に

環

境

技

術

委

員

会

や

新

エ
ネ

ル

ギ

ー

委

員

会

な

ど

を

置

い

て
研

究

し

て
き

て

お

り

ま

す

。

そ

う

し

た

こ
と

も

あ

り

、

今

回

は

、

環

境

政

策

に
尽

力

さ

れ

て

い
る

原

田

義

昭

環

境

大

臣

に
お

願

い

に
出

ま

し

た

と

こ

ろ
、

お

快

く

御

承

諾

下

さ

い
ま

し

た

の

で
、

こ

の

日
は

、

月

例

講

話

会

兼

科

学

技

術

部

会

主

催

と

し

て
、

表

記

の

テ

ー

マ
に

て
、

御

講

話

を

い
た

だ

き

ま

す

。

貴

重

な

御

講

話

で
す

。

奮

っ
て

の
御

参

加

、

お

待

ち

申

し

上

げ

ま

す

。

(
清

原

記

)

口

当

日
会

費

(
昼

食

付

き

)

会

員

は

三

千

円

、

非

会

員

五

千

円

。
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七

月

二
十

六

日

(
金

)

ま

で

に

出

欠

の
御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

○

御

報

告

七

月

に

は

、

四

日

に
公

示

、

同

二
十

一
日

に
投

票

日

と

い
う

参

議

院

議

員

半

数

改

選

の
通

常

選

挙

が

行

わ

れ

る

の

で
、

去

る

六

月

二

十

一
日

(
金

)

正

午

よ

り

、

『
安

倍

政

権

の
浮

沈

を

か

け

る

七

月

決

戦

!

』

と

題

し

、

政

治

評

論

家

の
高

橋

利

行

先

生

(
読

売

新

聞

元

解

説

部

長

・
論

説

委

員

・
編

集

局

次

長

・
新

聞

監

査

委

員

長

)

に
、

衆

議

院

第

一
議

員

会

館

地

下

一
階

第

一
会

議

室

に

て
、

御

講

話

を

い
た

だ

い
た

。

そ

の
要

旨

を

記

す

と

、

ま

ず

、

「
衆

参

ダ

ブ

ル

選
挙

は

あ

る

の
か

」

と

し

て

、

解

散

は

総

理

の
専

権

事

項

だ

か

ら

断

定

で
き

な

い
が

、

ま

ず

な

い
だ

ろ

う

。

過

去

に

は

、

一
九

八

〇
年

と

一
九

八

六

年

の

二

回

ダ

ブ

ル

選

挙

が

あ

っ
た

。

そ

の
前

者

は

、

自

民

党

が

過

半

数

を

占

め

る
中

で

の
内

閣

不

信

任

案

が

予

想

に

反

し

て

可

決

さ

れ

た

「
ハ
プ

ニ
ン
グ

解

散

」

だ

が

、

こ

の
時

は

、

大

平

正

芳

首

相

が

選

挙

期

間

中

に
逝

去

し

て
弔

い
合

戦

と

な

り

、

自

民

党

が

勝

利

し

た

。

後

者

の
ダ

ブ

ル
選

挙

は

中

曽

根

首

相

の
時

で
あ

る

が

追

加

公

認

を

含

め

自

民

党

は

三

〇

四
議

席

を

取

り

大

勝

し

た

。

今

回

も

し

ダ

ブ

ル

選

挙

と

な

れ

ば

衆

議

院

が

小

選

挙

区

と

な

っ
て
初

め

て
だ

が

、

ダ

ブ

ル
と

は

な

ら

な

い
と

思

う

。

次

に

「
自

民

党

は
今

回

の
選

挙

に

勝

て
る

か

」

だ

が

、

安

倍

首

相

の
支

持

率

は

四

〇

数

%

と

高

い
が

自

民

党

支

持

率

は

三

〇

%

前

後

な

の

が

不

安

材

料

だ

。

与

党

公

明

党

の
支

持

者

が

高

齢

化

し

て
き

て
力

が

弱

ま

っ
て

い

る

の
も

問

題

だ

。

安

倍

政

権

の
政

策

で
大

き

い

の

は

安

保

政

策

だ

が

、

北

朝

鮮

で

は

拉

致

問

題

が

解

決

で
き

る

か

、

ロ
シ

ア
と

の
北

方

領

土

交

渉

も

ま

だ

先

が

見

え

な

い
。

ホ

ル

ム

ズ

海

峡

で

の

日

本

タ

ン
カ

ー

へ
の
攻

撃

も

あ

る

。

し

か

し

国

民

の
選

挙

で

の
関

心

は

、

外

交

よ

り

も

経

済

で
あ

る

。

い

ま

浮

上

し

て

い

る

「
年

金

二

〇

〇

〇

万

円

問

題

」

も

あ

る

。

高

橋

先

生

は

続

い

て

「
参

議

院

通

常

選

挙

の
情

勢

分

析

」

に
入

り

、

複

数

区

で

は

自

民

党

が

一
つ
は

取

れ

る

が

、

複

数

区

に

二
人

立

て

て

い

る

と

こ
ろ

が

北

海

道

、

東

京

、

千

葉

、

広

島

と

四
区

あ

り

、

そ

こ

で
、

二
人

の
う

ち

一
人

が

票

を

取

り

過

ぎ

る

と

他

の

一
人

が

落

選

と

な

る

。

一
人

区

は

三
十

二
あ

る

が

、

青

森

、

山

形

県

で

は

議

席

を

取

り

戻

せ

そ

う

だ

が

、

滋

賀

、

愛

媛

は

ど

う

な

る

か

?

結

論

的

に

は

、

自

民

党

が

少

な

く

と

も

五

十

八

～

九

議

席

は

取

れ

る
だ

ろ

う

。

自

民

党

が

勝

て
ば

、

安

倍

四
選

へ
と

向

か

う

だ

ろ

う

等

々
分

析

さ

れ

、

大

層

勉

強

に

な

り

ま

し

た

。

(
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記

)

▽

「
公
益

財

団

法

人

協

和

協

会

」

と

は

昭

和

四

十

九

年

、

岸

信

介

元

総

理

に

よ

っ
て
創

立

さ

れ

た

財

団

。

活

動

趣

旨

は

、

「
政

党

・
派

閥

・
利

害

・
打

算

の
次

元

を

超

え

て

、

真

に
国

家

的

課

題

を

研

究

調

査

し

、

特

に
重

要

課

題

は
、

政

府

宛

要

請

書

を

作

っ
て

、

時

の
政

府

へ
提

出

す

る

」

こ
と

に
あ

る
。

昭

和

五

十

四
年

か

ら

本

格

活

動

に
入

り

、

月

例

講

話

会

の
他

に
八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ

ま

で

に

百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に
提

出

し

て

い

る

。

第

二

代

会

長

は

福

田

越

夫

元

総

理

、

第

三

代

会

長

は

櫻

内

義

雄

元

衆

議

院

議

長

、

第

四
代

会

長

は

塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

、

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

、

現

在

、

第

六

代

は

代

表

理

事

兼

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

・
安

全

保

障

委

員

長

、

元

外

務

副

大

臣

が

就

任

し

て

い

る

。

▽

事
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局

電

話
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